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Ｇ７神戸保健大臣会合について 

平成 28年 ７月 21日 
神戸保健大臣会合推進協議会事務局

１ 開催概要 

(1) 開 催 日 平成28年９月11日（日）・12日（月）

(2) 会  場 神戸ポートピアホテル 

(3) テ ー マ 伊勢志摩サミットの首脳宣言により、Ｇ７神戸保健大臣会合において以下の議題に

ついて詳しく検討することとされた。 

ア 公衆衛生上の緊急事態への対応強化のための国際保健の枠組みの強化 

エボラ出血熱やジカウィルス感染症（ジカ熱）の流行を受け、大規模な感染

症の流行や公衆衛生上の緊急事態に対し国際的に連携した迅速な初動対応の

強化に取り組む。 

イ 強固な保健システムと公衆衛生危機へのより良い備えを有したＵＨＣ（ユニバ

ーサル・ヘルス・カバレッジ）の達成 

母子保健や高齢化など、生涯を通じて直面する様々な保健課題に対して、必

要な時に負担可能な費用で基礎的保健サービスを利用できるＵＨＣの確立に

取り組む。 

ウ 薬剤耐性（ＡＭＲ）への対応強化と研究開発の推進 

抗生物質に抵抗性を持った菌（薬剤耐性菌）が増加している問題に対し、人

および動物の健康、農業、食品、環境など多分野にわたるワン・ヘルス・アプ

ローチに取り組む。 

(4) 参 加 国 Ｇ７（日本、アメリカ、イギリス、イタリア、カナダ、ドイツ、フランス）、ＥＵ 

国際機関（ＷＨＯ等） 

２ 開催に合わせて実施する主な事業 

(1) 会合開催50日前フォーラム「認知症と共生する社会に向けて」 

実 施 日 平成28年７月23日（土） 

場  所   神戸市医師会館 

入場者数   約200人 

実施内容  関西健康・医療創生会議と共催でフォーラムを開催し、講演やパネルディ

スカッションを通じて認知症の人と家族の視点で認知症への対策を考える

とともに、認知症をめぐって産業界との協働について提言する。 

(2) ひょうご・こうべ保健医療ハイスクールサミットの開催 

実 施 日 平成28年８月21日（日） 

場  所   神戸国際会議場 

参加人数   約350人 

実施内容  若年世代への周知と機運醸成を図るため、保健・医療に関するグローバル

な課題について兵庫県内の高校生による研究発表を行う。

   ・保健、医療に関する課題について各校による英語での研究成果の発表 

   ・国内外専門家等との意見交換をふまえた宣言の作成 

   ・ポスターセッションの実施 
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(3) ひょうごＫＯＢＥ医療健康フェアの開催 

実 施 日 平成28年９月８日（木）～11日（日） 

場  所   神戸国際展示場３号館 

入場者数   約20,000人 

実施内容  医療・健康をテーマとした展示会を開催。再生医療など神戸医療産業都市

の取組や、兵庫・神戸をはじめ関西のまちの魅力を広く国内外に発信する。

また、医療体験コーナーを設けるなど、来場者の健康意識の向上と歓迎機

運の醸成を図る。

【主な展示内容】 

ア 健康・医療 

   ・神戸医療産業都市の取組紹介、介護支援技術の開発と普及 

   ・健康診断や医療体験など健康意識の向上  等 

イ ひょうごＫＯＢＥ観光と食の魅力 

   ・神戸ビーフ、スイーツ、灘の酒などの試食、試飲 

   ・真珠、ケミカルシューズなど神戸ファッションの紹介 等 

ウ 阪神・淡路大震災の経験と感謝のメッセージ発信 

エ 保健大臣会合の概要・テーマ紹介 

【関西広域連合の出展】 

Ｇ７神戸保健大臣会合を機に、広域医療連携の取組を県民等に分かり

やすくお伝えするため、フェア会場にドクターヘリ（実機）を展示し、

“いつでもどこでも安心医療圏「関西」”の実現に向けた取組を紹介する。

また、関西の強みであるバイオ・ライフサイエンス分野における取組

をパネル等により紹介するほか、関西のブランドイメージの周知と向上

を図るため、関西の観光資源を紹介するポスターの展示等を行う。






